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新年に思う
校長 福 澤 秀

この冬休みは大きな事故や事件もなく、保護者・地域の皆様のお陰で無事
に終えることができましたことに、お礼申し上げます。おかげさまで、１月
１６日に、全校生徒が元気に３学期のスタートを切ることができました。
さて、新聞記事を学校で活用することを長年続けてきました。そのため、

いつも、何か良い記事はないかなと考えながら新聞を読んでいます。最近は
「ＡＩ」に関わる記事を特に注意して読んでいます。きっかけは「ＡＩ vs 教科書を読めない子ど
もたち」という本を読んだことです。
最近『多くの仕事がＡＩ（人口知能）に取って変わられる』『シンギュラリティ（ＡＩが発達し

人類の脳を超えること）が近い将来起こる』など、未来を悲嘆するような情報がちまたを駆け巡り
ました。反対に、「ＡＩ」が未来をバラ色に変えてくれるかのような、なにがしかの期待をよせる
風潮も感じられました。
先ほど紹介した本の著者 新井紀子 氏（国立情報学研究所教授）によると、「ＡＩ」がとても

苦手とすることは『物事の意味を理解し、思考し、表現すること』なのだそうです。つまり、今後、
「ＡＩ」の普及が進む未来を生きる子供たちにとって必要な力は『読解力・思考力・表現力』とい
うことになります。ところが、新井教授の開発したテストをこれまで７万５千人以上の中高生や社
会人が受けたところ「中学生の半数は、中学校の教科書が読めていない」という結果が出たという
ことです。「このままでは、運転免許証の試験問題すら読めないまま、大人になる子供が増える。」
と新井教授は述べています。
「ＡＩ」は人間が使う便利な道具に過ぎません。今後、未来を生きる子供たちにはその「ＡＩ」

を使いこなす力が必要になります。そのためには、読書をしたり、教科書を読んで内容をまとめた
り、自分の伝えたいことをきちんと表現したりするという学びを大切にする必要があります。
毎年この時期、東洋大学が「現代学生百人一首」を発表します。今年で３２回目となります。中

高生のみずみずしい感性によって切り取られた情景が、言葉を通して迫ってきます。いくつか選ん
でみました。

「とりあえず やばいを言えば盛り上がる 日本の未来 心配になる」
「喜びも 切ない時もマジ卍（まんじ） いつからだろう 日本語が変」
「『あいつうざい』 悪口ツイート見るたびに 私のことかと 悩んでしまう」
「伝えたい 言葉はいつもスタンプで どこかに消えた 私の言葉」
「ＡＩは 美味しい食べ物分かっても その美味しさを 知ることはない」
「ありがとう ＬＩＮＥではなく電話する 母から届いた荷物眺めて」

こうした歌を読むと、きっと子供たちは「ＡＩ」には負けるわけがないと思えてなりません。
最後になりますが、この３学期も、２学期同様に保護者及び地域の皆様の学校に対するご支援ご

協力を賜りますようお願いいたします。

1月18日（金）に全校生徒が新春書き初めを
行いました。体育館の床に書写の道具を広げ大
きな半紙に力一杯書きました。

ここで書いた作品は富良
野市児童生徒書き初め・版
画展に出展展示されまし
た。本校では、内海有愛さ
んの『志操堅固』が西脇市
へ送付する作品に選ばれま
した。



１月２５日（金）に第１回スキー学習が
行われました。天候に恵まれ、絶好のスキ
ー日和の中、生徒は元気に出発しました。
午前中は、それぞれの技量に合わせた班に
分かれ、先生とスキー技術の練習を行いま
した。技術向上に向けて、真剣に話を聞き
取り組む姿が見られました。

（ふらのん）

昼食は毎年お世話になっているロッヂ望峰（もね）さん
の食堂をお借りして、持参したお弁当と望峰さんが出してくれる豚汁で暖まりました。この豚汁の代
金は生徒が学校農園で育てたカボチャの収益金から出ています。

午後からは2回目の
スキー学習で行われ
るテストに向けて、
自分の滑りをしっか
りと確認する様子が
見られました。次回
は１月３１日です。
練習の成果が発揮で
きるよう頑張ってく
ださい。
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2月行事予定

１日（金）学力テスト（１・２年）

２日（土）美瑛三野スポーツ杯（バレー部）

３日（日）金井杯争奪卓球大会（卓球部）

４日（月）全校朝会

６日（水）入学説明会

８日（金）参観日

１１日（月）建国記念の日

大雪杯新人弁論大会

友愛杯争奪卓球大会（卓球部）

１２日（火）公立高校推薦入試

１３日（水）常任委員会

１４日（木）研修日・私立高校入試A日程

１８日（月）生徒会役員選挙

１９日（火）私立高校入試B日程

修学旅行事前交流会

２０日（水）職員会議

２１日（木）学年末テスト①（１・２年）

２２日（金）学年末テスト②（１・２年）

２５日（月）常任委員会

２７日（水）全校朝会・生徒総会

２８日（木）卒業式時間割開始

長かった２５日間の冬休みも終
わり、１月１６日には生徒１６人
全員が元気に登校してきました。
始業式では1年髙道妃菜さん、

2年内海有愛さん、3年中元寛人さんが代表して、冬休みの思い出と3学期への
決意を述べました。髙道さんはバレーボールの合宿で行われた試合で優勝した
ことを、内海さんは３学期に行われるテストで計画的にがんばることを、中元
さんは本州旅行の思い出と受験への意気込みを、発表しま
した。
3学期は、1・2年生にとって今年のまとめと次の学年へ

の準備の時期、3年生にとって９年間の義務教育を終える総
仕上げの時期となります。残された時間を大切に、悔いの
ない3学期にしてほしいと思います。


